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●はじめに●

難しく考え過ぎずに楽しく「ムダ取り」に取り組もう

　監督者・リーダーをはじめとする全ての従業員は，品質改善（Quality）・

原価低減（Cost）・納期短縮（Delivery）を図るために，ありとあらゆ

る場面で「ムダ取り」が要求されています。しかし，「ムダ取り」とい

われても，基本的な考え方がわからなければ，何から取り組んでよいの

かわからず，経営トップからの大号令があっても，単なる掛け声だけの

実践で終わってしまっていることがよくあるのではないでしょうか。

　そこで，みなさんが明日からすぐにでも「ムダ取り」に取り組むこと

ができるように，本テキストでは基本の考え方と実践的な手法を織り交

ぜながら，改善の方法を具体的に説明することにしました。改善手法は

たくさんありますが，言葉では聞いたことがあっても，実際にどのよう

に活用していいかわからない，ということを避けるため，すぐに実践で

きて，効果も実感できる手法を中心に紹介しています。

　第Ⅰ部では，「ムダ」という言葉の意味の理解にはじまり，ムダ取り

の基本の考え方を中心に説明しています。ここで説明していることがら

は，改善の基本でもあり，様々な改善活動に応用することができます。

しっかりと身につけてください。

　第Ⅱ部では，事例を中心に改善手法の紹介をしています。「自分の職

場で取り組むとしたら，どこを変えればこの事例を活用できるのだろう」

と考えると，より効果的です。同時に，紹介されている改善手法につい

て，「どのような問題には，どの手法が使えるのか」と考えると，異な

る場面でも活用する力が身につきます。

　本文の冒頭で「ムダは利益の源泉＝宝の山」と説明したように，「ム

ダ取り」を難しく考えずに，まずは自分の職場の中で宝を探すように楽

しく取り組んでください。
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　私たちの職場には，お金が形態を変えたものがたくさんあります。そ

れは建物であったり，設備であったりします。またこのことは，職場の

運営そのものも当てはまります。お金の面から見ると，企業活動はお金

が何かの形態に置き換わって成り立っているといえます。

　企業活動に必要な資源を経営資源といい，これは“ヒト”“モノ”“カ

ネ”という３つの基本的な要素から構成されています。

　この経営資源は，収益をあげるための手段として必要なものであり，

「コスト」でもあります。経営資源（インプット）を最小にして，多く

の製品（アウトプット）をつくり出す効率的な職場づくりが，改善のリー

ダーである皆さんの使命でもあります。

　ここで定義している効率とは，インプットに対してどれだけアウト

プット（変化させた量）を増やすかということです（図表１-1）。

　それでは効率を上げるためにどのようなことが必要となるでしょう

か？　基本となる効率を上げる考え方は，「インプットを少なくする」

「もしくは同じインプットでアウトプット量を増やす」というシンプル

な考え方です。生産現場のわかりやすいインプットで代表的なものは，

経営資源
ヒト・モノ・カネ

コスト

効率

身近なところに
宝の山（ムダ）がある

第１章

１．ムダは利益の源泉＝宝の山

図表 1-1　効率とは

アウトプット（変化させた量）

インプット
効率 =
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４Ｍ
人　設備　原材料　方法

隠れているお金

ムダ

宝の山

図表 1-2　４Ｍから見た効率を上げる視点

Man（人）
Machine（設備）
Material（原材料）
Method（方法）

少ない人数，少ない作業時間
短いサイクルタイム，つくる時間を短く
少ない原材料，ロスを発生させない
過不足のない順序，少ない作業項目

図表 1-3　ムダは利益の源泉＝宝の山

４Ｍ :  人・設備・原材料・方法

少なくできるもの

本来使わなくてよかったお金＝ムダ

アウトプット

インプット

効率↑ =

→

←
↓

↓

↓

↓

４M（人，設備，原材料，方法）です。４Mをインプットとして，効

率を上げる方法を考えると，図表１-2のような例をあげられます。

　ここで説明しているインプットについて，もう少し別の見方をすると，

会社が投下した「お金」であるということに気がつくでしょう。４M

の視点でわかるように，インプットがなるべく少なくなるように生産活

動を行えば，少ないお金で製品をつくりあげることができます。

　「まだインプットを少なくすることができる」という状態は，使いす

ぎているお金が，まだまだたくさんあるということを意味しています。

お金が形態を変えたインプットの中で，少なくできるものを探す（コス

トを削減する）ということの必要性がわかると思います。　　　　

　これを言い換えると“隠れているお金”を見つけることができるとい

うことです。この隠れているお金は「本来使わなくてもよかったお金」

でもあります。「使わなくてもよかったお金」を減らすことができれば，

そのまま利益につながります。“ムダ”をなくすことにより利益があが

るという考え方です。，まさにムダは利益の源泉＝宝の山なのです。

　「何かこの職場はムダが多いなあ」「改善することが多いな」と感じる

ことができるようになれば，職場は宝の山に変わります（図表１-3）。

隠れているお金 宝の山

お金
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